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  No.3 
とに、うつ病休業者からみる社会的要因と、「社会的うつ」存在の可能性についてまとめ
るとともに、臨床診断における「社会的うつ」否定の可能性についても述べている。最
後に本研究の学術的成果や残された課題については、本博士研究により、うつ病休業者の
うつ病診断における社会的要因の可能性が一定割合存在することは検証できたが、実際社会全体
でどの程度存在するのかについては、定量的な調査・分析がさらに必要であると述べている。さ
らに、今後は、うつ病だけでなく、統合失調症や不安障害、パーソナリティ障害など精神疾患・
障害領域内の疾病間比較へと広げるとともに、世界における日本の特徴などを浮き彫りにした、
より客観的・科学的な検証を進めていくという抱負を述べ、本論文を締めくくっている。 
 
本論文は、以下の特徴を持つ。 
まず、社会的うつに関する最初の総合的かつ実証的な研究である。うつ病に関する先行研究
は、精神医学・病理学や産業精神医学、精神薬理学などの個別分野の研究者・実務家によるも
のに限定され、社会的要因の可能性を総合的・実証的に研究したものは見当たらない。一方、
メディアでは「社会的うつ病」に関する記述は比較的豊富であるが、これらは科学的な方法に
よる検証を行ったものではない。本研究は、半構造化インタビュー調査やケース開発による医
師の再診断、国際比較、メディア分析など多面的な方法により、価値中立的な立場に立って、
「社会的うつ病」の存在の可能性を総合的に検証している。 
 
第二は、検証方法として半構造化インタビュー調査、ケース開発を通じて、医師の再診断を
行うという手法を用いているが、これは検証の難しい臨床判断の適切性に迫る手法として、従
来にないアプローチであり、その意味でも新規性のある研究である。 
 
第三は、研究テーマが時宜にかなっている点である。うつ病休業者の増加は、休業補償、
労災認定増など企業や社会的な経済損失をも招くことが指摘されている。また、近時データ
ヘルス事業が企業内で活発化し、アブセンティズム（欠勤問題）やプレゼンティズム（出勤
しているが、著しく生産性が低い状態）への対策に大きな関心を呼んでいるが、そのメイン
ターゲットはうつ病である。さらに、多剤処方による有害事象に関心が持たれているが、抗
うつ薬はその代表例でもあり、処方以前の診断における問題を明らかにした意義は小さくな
い。 
 
本研究にはもちろん限界はあるが、臨床判断の適切性という、医師の裁量権に絡むため研
究が難しい分野に意欲的に切り込んだ先駆的な研究として大きな価値がある。奥田君はすで
にジャーナリズムの世界では一定の地位を獲得しており、本博士研究の完成を機に、一層活
躍することが期待される。 
 
以上の評価から、本学位審査委員会は、奥田祥子君が博士（政策・メディア）の学位を授
与する資格があるものと認める。 
 
 
 
